






要約:PCE(Polymerase Chain Reaction)をもちいて第Ⅷ遺伝子内 RFLP(Bcl I/Intron18)を

分析することにより妊娠早期の血友病A出生前診断を 4例行った。4例中 3例が女性で,う

ち 2例が保困者,1 例は不明であったが，全例妊娠を継続した。1例が血友病 A患者と判明

し,人工妊娠中絶された。本法は従来のSouthernblot 法に比して診断可能な症例は少ない,

非特異的なバンドの出現する場合がある,等の問題点はあるが,短期間のうちに診断可能で

あり,また RI 使用の必要がなく簡便であるなどの利点を有している。 


